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協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

「
新
宿
の
細
道
」 

 

私
は
、
新
宿
３
丁
目
に
家
族
５
人
、
妻
と
娘
３
人
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
１
番
上
か
ら
小
学
校
２
年
生
、
１

年
生
、
年
少
さ
ん
で
す
。
私
は
と
に
か
く
家
で
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
が
嫌
い
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間
を 

 

見
つ
け
て
は
娘
た
ち
と
散
歩
し
な
が
ら
、
近
所
の
公
園

に
遊
び
に
出
か
け
ま
す
。
休
日
の
楽
し
み
の
１
つ
で
す
。 

 

新
宿
に
あ
る
道
路
の
ほ
と
ん
ど
は
車
１
台
通
る
の
が

や
っ
と
で
す
。
当
然
、
歩
道
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
小

さ
い
子
供
と
歩
く
親
は
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
娘
た
ち
と
の
散
歩
に
は
、
車
が
通
ら
な
い
道
を
選

び
ま
す
。
新
宿
に
は
車
が
通
れ
な
い
細
道
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
細
道
で
は
、
車
を
心
配
し
な
く
て
よ
い
の
で
、

娘
た
ち
の
や
り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
ま
す
。
落
ち
て
い

る
石
で
道
路
に
絵
を
書
い
た
り
、
小
さ
な
段
差
を
上
っ

て
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
猫
を
追
い
か
け
た
り
、
川
で
鯉

を
眺
め
た
り
と
遊
び
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
細
道
は
車
が
通
ら
な
い
の
で
と
て
も
静
か
で
す
。

風
の
通
る
音
、
鳥
の
鳴
き
声
な
ん
か
も
耳
に
留
ま
り
ま

す
。
娘
た
ち
と
行
っ
た
り
来
た
り
立
ち
止
ま
っ
た
り
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
海
あ
り
、
川
あ
り
、
山
あ
り
の
新

宿
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
細
道
は
く
ね
く
ね
い
り
く
ん
で
い
ま
す
の
で
、

地
元
の
人
し
か
通
り
ま
せ
ん
。
す
れ
違
う
人
と
の
距
離

も
近
く
、
自
然
と
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
娘
た
ち
と

散
歩
し
て
い
る
と
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。
挨
拶
か

ら
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
が
始
ま
っ
た
り
も
ま
た
楽
し
み

の
１
つ
で
す
。
普
段
で
は
、
挨
拶
な
ど
考
え
も
し
ま
せ

ん
が
、
こ
の
細
道
で
は
ご
く
自
然
に
挨
拶
が
で
き
ま
す
。

大
自
然
と
人
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
「
新
宿
の
細

道
」
は
素
晴
ら
し
い
散
歩
コ
ー
ス
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「お日様が出る静かな道」 

       絵 田中 風那
ふ う な

（小学１年生） 
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山
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瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 

 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、 

市民交流センターに配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

 

 戸数 人口 人口/戸数 
久野谷村 54 291 5.39 
柏原村 17 95 5.59 
合計 71 386 5.44 

 

※右（東側・青線内）の八つの小字、林 下
はやしした

、東池ノ谷
ひがしいけのやと

、稗田
ひえだ

、七 曲
ななまがり

、

川田
かわだ

、宮ノ下
みやのした

、高地台
こうちだい

、東諏訪谷
ひがしすわのやと

、鴻渡里
こうどり

 が、柏原村であった地域。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

（注１） 明治２２年の町村制施行により、第 15 大区の各小区の名称は、第１小区→浦郷村、第２小区→横須賀町、第３小区→

浦賀町、第４小区→久里浜村、第５小区→衣笠村、第６小区→葉山村、第７小区→田越村（現在の逗子市）と変わった。 

＜参考文献＞○「手帳１７３号」  逗子の地名（５）久木   雨宮郁夫著 

○「わたしのふるさと久木」     逗子市久木体育会発行 

☆この本にある古老の話は面白い。昭和５年～８年村民一体となり、久木川を整え、耕地を開墾していく話、戦

争中海軍用地として接収されそこにあった家々が引っ越す話、等など。 

Vol.2 
  「「久久木木」」のの地地名名  ～～そそのの成成りり立立ちち～～  及川 洋一  

明治元年（１８６８年）前年の大政奉還を受け、明治新政府はスタートした。新政府は、新体制確立

の為、諸制度の改革を試行錯誤しつつも次々と行なった。代表的なものは、明治４年の廃藩置県（行政

区域を定める基）と明治６年の地租改正（租税制度の改革＝年貢（米）→地租（金））であるが、 

関連する戸籍法（明治４年）、大区小区制（明

治６年）等も定められた。 

この大区小区制実施に伴い、三浦半島は第

１４大区（東南側）と第１５大区（西北側）

に二分された、現在の逗子市にあたる地域

は、第１５大区に属し、その内の第７小区と

いうことになった（注１）。 

第１５大区第７小区は、山の根村、池子村、

沼間村、桜山村、逗子村、小坪村と久木村の

七つの村から成ることが決まった。久木村以

外の六つの村はそれ以前から使われていた

村名であるが、久木村はこの時に新しく出来

た村名で、それまでの久野谷村と柏原村を合

併させ作ったのである。 

「久木」は久野谷の「久」と柏原の木偏を

合わせて作った合成地名である。資料によれ

ば、明治９年の久野谷村・柏原村の戸数及び

人口は次の通り。 

瓦版に掲載する 

逗子の景観コラム、 

イラスト募集中！！ 

逗子らしいまちなみ景観を紹介する冊子「ままちちななみみデデザザイインン逗逗子子」が 

発行されます！！4 月 7 日からまちづくり課窓口で配布するほか、 

ホームページでも公開します。お楽しみに♪ 

逗子の景観まちづくり 検索 

クリック！ 

久野谷村 
柏原村 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

